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　　その他医業収益

　　外来収益

　　入院収益

当年度純利益

　　雑損費及び繰延勘定償却

　　医療技術員確保対策費

　　支払利息及び企業債取扱諸費

　医業外費用

　　研究研修費

　　減価償却費及び資産減耗費

　　材料費・経費

　　給与費

　医業費用

病院事業費用

　　他会計補助金

　　患者外給食・その他医業外収益

　医業外収益

　医業収益

金　額内　　　　　訳

病院事業収益

外来患者

入院患者

脳神経外科

整形外科

小児科

小児科

外科

外科

内科

内科

61,115

16,188

3,794

85,441

105,423

3,023

61,157

428,112

679,915

1,172,207

1,277,630

335,116

8,049

343,165

56,203

443,448

495,929

995,580

1,338,745

655

10,005

8,803

9,084

34,221

62,768

37

6,107

19,140

25,284

（単位：千円）

（単位：人）■平成19年度患者数・決算状況

外
来
患
者
及
び

事
業
所
健
診
者
が
増
加

　

病
院
事
業
収
支
の
上
で
大
き
な
要
素
を
占

め
る
患
者
数
の
動
向
は
、
入
院
が
2
万
5
、

2
8
4
人
で
、
前
年
度
対
比
8
1
7
人
、
率

に
し
て
3
・
1o

の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、

外
来
で
は
、
6
万
2
、
7
6
8
人
で
前
年
度

対
比
3
、
5
3
1
人
、
率
に
し
て
6o

の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
全
体
を
健
康
に
す
る
た
め
の

予
防
医
療
は
、
事
業
所
健
診
や
予
防
接
種
事

業
を
積
極
的
に
進
め
た
結
果
、
医
業
収
益
全

体
で
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
9
4
6
万
円

の
収
入
増
の
確
保
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
改
革
取
り
組
み
成
果
で

医
業
費
用
の
増
加
が
縮
小

　

病
院
事
業
費
用
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年

　
　

　
　

　

平
成　

年
度
病
院
事
業
の
決
算
が
、　

月

に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
第
1
回
臨
時
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
立
病
院
で
は
、
内
科
・
外
科
・
小
児
科

を
中
心
に
、
整
形
外
科
と
脳
神
経
外
科
の
5

診
療
科
目
で
、
医
師
体
制
を
整
え
、
常
に
優

し
さ
を
持
っ
て
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
診
療

活
動
を
志
し
、
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
6
、

1
1
1
万
5
千
円
の
純
利
益
と
な
り
、
病
院

健
全
化
状
況
を
表
す
医
業
収
支
比
率
（
医
業

収
益
を
医
業
費
用
で
割
り
返
し
た
比
率
）
に

お
い
て
も
、　

・
3o

と
な
り
、　

年
度
と

比
較
し
て　

・
9o

の
収
支
比
率
の
改
善
が

図
ら
れ
、
道
内
町
村
立
病
院
の
中
で
も
上
位

に
位
置
す
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

度
及
び
平
成　

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

2
度
に
渡
る
経
営
改
革
の
取
り
組
み
に
よ
る

経
費
の
節
減
効
果
が
、
全
て
形
に
表
れ
る
年

と
な
り
ま
し
た
。　

　

医
業
費
用
で
は
、
給
与
費
で
職
員
の
退
職

に
伴
う
特
別
負
担
金
2
、
0
9
4
万
9
千
円

と
、
経
費
で
病
院
医
事
会
計
シ
ス
テ
ム
の
入

替
等
に
よ
る
7
5
8
万
4
千
円
の
支
出
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
薬
品
診
療
材
料
費
の
節
減

や
そ
の
他
経
費
の
節
減
に
務
め
た
結
果
、
4

2
5
万
2
千
円
の
費
用
増
加
に
と
ど
め
ま
し

た
。

　

な
お
、
給
与
費
で
職

員
が
退
職
時
発
生
し
た

特
別
負
担
金
を
除
く
と
、

医
業
費
用
は
前
年
と
比

較
し
て
、
7
1
8
万
8

千
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平成19年度
厚岸町病院事業会計の

あらまし

町
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
に
よ
り

2
年
続
き
の
黒
字
決
算
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19

84
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うち不良債務

累積欠損金

当年度純利（損）益

　その他

　企業債利息他

　経費

　材料費

　給与費

病院事業費用

　その他

　他会計補助金

　外来収益

　　　　　　　（外来患者数）

　　　　　　　（入院患者数）

　入院収益

病院事業収益

平成19年度平成18年度平成17年度

292,382420,968529,398

956,7061,017,8211,048,767

61,11530,945△ 248,034

84,16297,463104,258

85,44188,48390,187

255,494247,910235,943

172,618177,461210,157

679,915666,114732,662

1,277,6301,277,4311,373,207

64,25259,07553,012

335,116313,814196,629

(62,768人)(59,237人)(48,915人)

443,448428,419406,013

(25,284人)(26,101人)(23,716人)

495,929507,068469,519

1,338,7451,308,3761,125,173

■病院収支と累積欠損金の状況
（単位：千円）

実質的な町の持ち出し分 (A)-(B)

国の交付金 (B)

不採算地区病院対策

その他

救急医療

企業債元利・建設改良

町の補助金 (A)

平成19年度平成18年度平成17年度

231,639197,080150,943

197,628210,399153,721

78,83564,9660

48,39645,62027,124

126,042118,10881,021

175,994178,785196,519

429,267407,479304,664

■町の補助金と国の交付金の推移 （単位：千円）

計
を
網
羅
し
た
財
政
指
針
に
よ
り
、
病
院
事

業
も
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
段
階
で
は
、
国
に
指
導
さ
れ
る
資
金
不

足
比
率
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
不
良
債

務（
現
金
不
足
）が
存
在
し
て
お
り
、
平
成　

年
度
中
に
解
消
す
る
べ
き
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

2
巡
目
お
茶
の
間
懇
談
会
開
催
中

　

病
院
で
の
医
師
と
患
者
の
立
場
を
離
れ
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た
懇
談
を
し

た
い
、
地
域
の
こ
と
を
学
び
た
い
と
、
2
巡

目
の
お
茶
の
間
健
康
づ
く
り
医
療
懇
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

の
自
治
会
組
織
や
任
意
団
体
・
事
業
所

を
対
象
に
、
初
回
に
開
催
し
た
と
き
と
同
様
、

ご
要
望
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
地
域
に
出
向
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
町
立
厚
岸
病
院
総
務
係\

　

^

3
1
4
5
内
線

地
域
医
療
を
継
続
す
る
た
め

不
採
算
経
費
の
補
助
金
を
ル
ー
ル
化

　

地
方
自
治
体
が
経
営
す
る
病
院
に
は
、
地

方
公
営
企
業
法
の
規
定
に
よ
り
、　

時
間
救

急
・
小
児
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

の
確
保
や
施
設
・
医
療
器
械
整
備
な
ど
の
不

採
算
な
経
費
に
対
し
て
、
町
が
補
助
金
と
し

て
病
院
事
業
会
計
に
財
政
支
援
を
行
っ
た
場

合
、
国
か
ら
は
病
床
の
確
保
や
救
急
医
療
、

建
物
の
企
業
債（
借
入
金
）返
済
な
ど
、
経
費

の
一
部
が
地
方
交
付
税（
交
付
金
）で
財
源
補

填
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
病
院
会
計
と
の
間
で
は
、
平

成　

・　

年
度
の
2
カ
年
に
渡
り
、
民
間
等

が
行
わ
な
い
不
採
算
な
診
療
部
門
や
経
営
基

盤
強
化
対
策
経
費
の
明
確
な
基
準
に
よ
る
補

助
金
算
出
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
い
、
累
積
欠

損
金
と
不
良
債
務
の
解
消
の
た
め
に
本
格
的

病
院
再
建
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
ス
タ
ッ
フ
に
経
営
感
覚
を
持
っ
た
病
院
運

営
を
行
う
気
運
が
生
ま
れ
、
病
院
内
部
の
経

営
改
革
も
進
み
、
地
域
医
療
を
行
う
た
め
の

収
支
の
大
き
な
改
善
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
の
一
般
会
計
か
ら
病
院
事
業
に

対
す
る
補
助
金
は
、
病
院
事
業
運
営
経
費
で

3
億
3
、
5
1
1
万
6
千
円
、
病
院
の
建
物

を
含
む
建
設
改
良
費
で
9
、
4
1
5
万
1
千

円
の
計
4
億
2
、
9
2
6
万
7
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
国
か
ら
は
、
1
億
9
、
7
6
2

万
8
千
円
、
約　

o

の
交
付
金
を
受
け
て
お

り
、
町
の
負
担
分
は
、
実
質
2
億
3
、
1
6

3
万
9
千
円
と
な
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
良
債
務
と
し
て
病

院
運
営
で
現
金
の
不
足
状
況
を
表
す
金
額
も

あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
、
新
財
政
健
全
化
法
に

よ
り
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
会

累
積
欠
損
金
・
不
良
債
務
が

2
年
連
続
減
少

　

平
成　

年
度
ま
で
増
え
続
け
て
き
た
累
積

欠
損
金（
赤
字
）と
不
良
債
務（
現
金
不
足
）は
、

平
成　

年
度
か
ら
減
少
に
転
じ
、
平
成　

年

度
は
、　

億
円
を
超
え
て
い
た
累
積
欠
損
金

（
赤
字
）が
9
億
5
、
6
7
0
万
6
千
円
に
、

不
良
債
務（
現
金
不
足
）は
1
億
2
、
8
5
8

万
6
千
円
減
少
し
2
億
9
、
2
3
8
万
2
千

円
と
な
り
、
病
院
会
計
の
経
営
健
全
化
に
む

け
た
着
実
な
歩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
累
積
欠
損
金
の
中
に
は
、
将
来
の

た
め
の
病
院
建
て
替
え
や
医
療
器
械
の
整
備

の
た
め
に
蓄
え
て
お
く
、
現
金
の
伴
わ
な
い

帳
簿
上
で
償
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費

24

17
18

10

19

20

21

33
52

101

19

46

18


